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一般社団法人 日本精神保健福祉学会 

2021 年度 定時社員総会 次第 

 

１．開会 

２．定足数確認 

３．会長挨拶 

４．議事録署名人選任 

５．議事              

１）審議事項 

第１号議案：2020 年度事業報告・決算（案）について    

  第２号議案：2021 年度事業計画・予算（案）について 

  第３号議案：定款変更について  

２）その他、報告事項等 

６．閉会 
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第１号議案 

 

2020年度 

事業報告･決算（案） 

について 
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2020年度 一般社団法人日本精神保健福祉学会事業報告（案） 

（2020 年 4 月 1 日～2021年 3月 31 日） 

 

 2020 年度は，日本学術会議協力学術研究団体及びソーシャルケアサービス従事者研究協議会の

構成団体としての責務を果たすべく，学術研究団体としての事業を引き続き実施し，かつ一般社

団法人としての組織体制の強化を図った。具体的な取り組みとしては，理事の増員を図るととも

に，機関紙編集及び学術研究集会など当学会の主要事業を担当する理事の体制を強化した。さら

に，事務局機能の一部を特定非営利活動法人地域福祉研究所に委託し，業務の効率化を図った。 

 各事業については，学会機関誌「精神保健福祉学」第 8 号を発行するとともに，投稿論文の査

読体制の強化を図った。くわえて，学会賞（学術賞，学術奨励賞）の応募，選考体制を整え，事業

の推進を図った。 

他方，新型コロナウイルスの感染拡大の影響により，第９回学術研究集会（岡山大会）の開催

を１年延期した。理事会，総会についても全てオンラインでの開催とした。 

 

１．学術研究集会関係 

 第９回全国学術研究集会は，新型コロナウイルスの感染拡大の影響により，開催を１年延期し

た。また，感染の拡大が終息しないことから，同集会を 2021 年６月 26日，27 日の２日間，Zoom

を用いたオンラインでの開催とすることを決定した。その上で，大会実行委員会を中心に，オン

ライン開催に向けた準備を進めた。くわえて，第 10 回学術研究集会を 2022 年に北海道札幌市の

北星学園大学で開催することを決定した。 

 

２．機関誌関係 

（１）学会機関誌『精神保健福祉学』（通巻第８号）を 2020年 12月に発行した。 

（２）編集委員会体制及び査読体制の再整備を行い，編集，査読体制の強化を図った。 

 ・投稿論文に対し適切な査読体制を確保し運用した。 

（３）学術研究集会，自由研究発表者に対して，機関誌への投稿を勧奨した。 

 ・学術研究集会担当理事との連携を強化し，編集委員会と学術研究集会担当理事との連携によ

り、大会報告に関する原稿の論文化及び校正作業を進めた。 

 ・学会賞，学術奨励賞等に関わる研究担当理事と連携し，自由研究発表者に対し機関誌への投

稿を勧奨した。 

（４）会員の書籍刊行情報の収集と書評への取組みを継続的に進め，会員の著書などの業績につ

いて紹介する書評を掲載した。 

 

３．研究関係 

2018 年度，会員の研究活動を支援することを目的に，学会賞（学術賞，学術奨励賞）を 創設

した。 

学術奨励賞については，第８回全国学術研究集会（2019 年 9 月 1 日～2 日，東京大会）の自由

研究発表の中から，受賞者（1 名）を決定した。事業計画では，第９回全国学術研究集会（岡山大

会）時に学術奨励賞授賞式及び奨励研究発表を開催する予定だったが、新型コロナウイルスによ
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り、2021年度に延期となった。 

学術賞については，2018 年 6 月～2019 年 12 月に公刊された研究業績を対象に推薦依頼を行

った。そこで、提出された推薦書と研究業績を精査して審査を行い，受賞者 2 名を決定し学会誌

にて公表した。 

 

〇学術奨励賞受賞者と奨励研究題 

2019 年度 羽毛田幸子氏（武蔵野大学）  

「被疑者・被告人段階にある高齢者や障害者等の福祉的支援に関する研究 

－東京都内の職能団体等の取り組みを中心に－」 

 

〇学術賞受賞者と対象業績 

2018 年 田中英樹氏（東京通信大学） 

「精神障害者支援の思想と戦略」（金剛出版）2018年 12 月 20日刊 

2019 年 松本真由美氏（日本医療大学） 

「精神に障害のある人々の政策への参画」（明石書店）2019年 9月 10 日刊 

 

４．渉外関係 

渉外活動については，引き続き，本学会の認知度を高めることと，会員数の拡大を目的に渉外

の活動を行った。具体的には，会員拡大のために近接の団体である，公益社団法人日本精神保健

福祉士協会の会員への入会を勧めてきた結果，一定の成果があった。さらに，関連団体との学術

的な交流の促進を目的に，ソーシャルケアサービス研究協議会などに参加してきた。 

一方で，新型コロナウイルスの感染拡大の影響により，組織的に渉外活動に臨機応変に対応す

ることが困難であった。 

 

５．広報関係  

今年度も継続して，学会ホームページの充実及び迅速な更新を行い，学会の社会的な認知度を

高め，学会員の増加に寄与できるよう広報活動を行う予定であったが，新型コロナウイルス感染

症のため，ほとんどできなかった。本学会の学術研究集会の開催も１年延期となった。今後の本

学会の予定などは，迅速にホームページ等を利用して会員に周知していくこととした。なお，精

神科領域での精神保健福祉士の役割も年々増しており，広報活動の一環として本学会に関する発

表を予定していた，令和２年 10 月に大阪で開催の第 9 回日本精神科医学会学術大会（公益社団

法人日本精神科病院協会が開催）も開催が中止となった。このように，さまざまな学会等が中止

となったコロナ禍において，本学会における広報活動もかなりの制限を受けた。 

 

６．総務関係 

 2020 年度は，新型コロナウイルス感染拡大に伴い対面での理事会をすべてオンライン開催に変

更した。そして，定時社員総会についても，オンラインで開催した。定時社員総会にて新たな理

事体制を確立した。学会の安定的で円滑な運営を図るため，オンラインで理事会を開催し，その

開催回数を増やした。 
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